
東日本大震災から年、溶接が復興に貢献
東
北
地
域
に
お
け
る
溶
接

業
界
の「
現
状
と
展
望
」

特集（面）中
央
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
岩
手
県
花
巻
市
）

命
守
る
構
造
物
を
溶
接

全
国
競
技
会
に
８
年
連
続
出
場
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２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

年
の
節
目
を
迎
え
た
。
東

北
の
溶
接
関
連
企
業
は
そ
の
技
能
と
技
術
を
生
か
し
て
、
東
北
地
域
に
お
け
る

工
事
や
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
で
復
興
に
貢
献
し
て
い
る
。
政
府
は
被
災

地
の
復
興
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
関
連
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
お
お
む
ね

完
了
し
、
今
年
４
月
か
ら
の
５
年
間
を
「
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
」
と
位
置

づ
け
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の

対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
青
森
・
岩
手
・
宮
城

・
秋
田
・
山
形
・
福
島
の
東
北
６
県
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
東
北
地
域
の
溶
接

事
業
所
、指
定
機
関
、教
育
機
関
の
動
向
や
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

東
北
に
拠
点
を
持
つ
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
商
社
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
取
材
す
る
こ
と

で
東
北
地
域
に
お
け
る
溶
接
業
界
の
現
状
と
展
望
を
ま
と
め
た
。

甲子川河口部に設置されたシェルゲート

巨大な構造物を溶接

気仙沼湾横断橋開通式（仙台河川国道事
務所提供）

　
「
当
社
で
働
い
て
い
る

溶
接
士
は
高
度
な
技
能
で

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
持
ち
、
人
間

性
が
育
ま
れ
、
立
派
な
社

会
人
に
育
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
姿
を
地
元
の
高
校

生
に
見
て
も
ら
う
こ
と

で
、
当
社
に
入
社
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
」
と
語
る
の
は
中
央

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
岩

手
県
溶
接
協
会
会
員
）
の

佐
々
木
史
昭
社
長
。

　
同
社
は
高
度
な
技
能
と

技
術
で
橋
梁
・
水
門
・
陸

閘
な
ど
の
特
殊
鋼
構
造
物

を
元
請
と
し
て
手
が
け
、

設
計
、製
作
、架
設
据
付
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一

貫
し
て
対
応
す
る
と
と
も

に
、
高
い
溶
接
技
術
と
技

能
が
要
求
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
東

日
本
向
け
「
列
車
荷
重
が

載
荷
さ
れ
る
鉄
道
橋
等
重

要
構
造
物
の
製
作
に
関
わ

る
す
み
肉
溶
接
技
量
資

格
」
（
以
下
、
Ｊ
Ｒ
す
み

肉
溶
接
技
量
資
格
）
の
認

証
を
長
年
維
持
す
る
。

　
同
資
格
の
対
象
と
な
る

鉄
道
橋
や
Ｊ
Ｅ
Ｓ
エ
レ
メ

ン
ト
な
ど
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
直
接
お
よ
び
間
接
的

に
請
負
う
。
同
社
で
は
溶

接
教
育
の
充
実
に
よ
り
高

度
な
溶
接
技
能
と
技
術
を

支
え
る
と
と
も
に
、
県
内

の
各
高
校
へ
溶
接
出
前
授

業
を
実
施
す
る
な
ど
、
若

い
世
代
に
技
能
と
技
術
を

伝
承
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　
同
社
の
菊
池
淳
哉
製
造

部
総
括
課
長
は
、
岩
手
県

溶
接
技
術
競
技
会
選
抜
大

会
に
お
い
て
半
自
動
溶
接

の
部
で
３
度
優
勝
し
、
全

国
競
技
会
に
出
場
。
同
社

の
溶
接
技
能
・
技
術
向
上

の
礎
を
築
い
た
。
菊
池
課

長
が
中
心
と
な
っ
て
、
溶

接
技
能
が
高
め
ら
れ
、
整

理
さ
れ
て
、
伝
承
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
社

員
が
そ
れ
に
倣
い
、
特
に

若
手
技
能
者
の
レ
ベ
ル
が

向
上
。
８
年
連
続
で
全
国

溶
接
技
術
競
技
大
会
の
岩

手
県
代
表
と
な
る
な
ど
、

若
く
て
レ
ベ
ル
の
高
い
溶

接
士
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。

　
菊
池
課
長
は
同
社
に
お

け
る
高
度
な
溶
接
技
能
と

技
術
の
確
立
、
教
育
、
伝

承
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
２

０
２
０
年
度
に
建
設
マ
イ

ス
タ
ー
と
称
さ
れ
る
「
優

秀
施
工
者
国
土
交
通
省
大

臣
顕
彰
」
を
受
賞
。

　
同
社
で
は
溶
接
関
連
資

格
保
有
者
の
氏
名
を
本
社

お
よ
び
工
場
に
大
き
く
掲

示
し
、
資
格
保
有
者
と
し

て
の
自
覚
と
誇
り
を
尊
重

し
て
い
る
。
菊
池
課
長
を

初
め
と
す
る
高
度
熟
練
技

能
者
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
ベ

ー
ス
に
、
Ｊ
Ｒ
す
み
肉
溶

接
技
量
試
験
の
更
新
試

験
、
お
よ
び
県
溶
接
競
技

会
の
選
抜
大
会
と
県
大
会

な
ど
を
据
え
て
、
年
間
の

溶
接
技
能
者
育
成
計
画
を

立
案
し
て
見
え
る
化
を
図

る
。

　
全
社
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
貫
と
し
て

活
動
を
毎
月
社
長
に
直
接

報
告
す
る
こ
と
で
ト
ッ
プ

ま
で
状
況
を
共
有
し
、
会

社
一
体
と
な
っ
て
溶
接
技

能
の
向
上
に
取
り
組
み
、

同
社
の
企
業
文
化
と
し
て

定
着
さ
せ
て
い
る
。

　
工
場
棟
と
は
別
に
溶
接

練
習
場
を
整
備
し
、
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
と
炭
酸
ガ
ス

半
自
動
溶
接
の
専
用
ブ
ー

ス
を
４
ヵ
所
設
け
、
い
つ

で
も
溶
接
練
習
に
集
中
出

来
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
見
え
る
化
さ
れ
、
溶
接

し
た
試
験
片
に
は
毎
日
、

名
前
と
日
付
を
記
入
し
、

社
長
に
至
る
ま
で
す
べ
て

の
人
が
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
本
番
前
に
複
数
回
の
社

内
模
擬
試
験
が
行
わ
れ
、

外
観
試
験
、
Ｘ
線
試
験
、

曲
げ
試
験
な
ど
も
本
番
同

様
の
条
件
で
行
わ
れ
、
結

果
は
公
開
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｉ

Ｓ
溶
接
評
価
試
験
も
試
験

日
と
受
験
者
、
合
否
結
果

な
ど
も
す
べ
て
掲
示
さ

れ
、
緊
張
感
持
っ
て
日
々

技
能
と
技
術
を
磨
く
。

　
高
い
溶
接
技
能
と
技
術

を
生
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
貢
献
。
津
波

か
ら
街
と
命
を
守
る
津
波

防
御
計
画
に
お
い
て
、
津

波
対
策
用
に
三
陸
海
岸
の

河
川
河
口
部
に
設
置
さ
れ

る
大
型
の
鋼
製
シ
ェ
ル
ゲ

ー
ト
や
、
防
潮
堤
の
開
口

部
を
守
る
大
型
ス
テ
ン
レ

ス
陸
閘
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陸
閘
の
ほ
か
、
宮
古
西
大

橋
（
宮
古
市
）
の
よ
う
な

橋
長
４
０
０
㍍
を
越
え
る

鋼
連
続
箱
桁
橋
な
ど
の
多

数
の
難
易
度
の
高
い
大
型

工
事
を
手
掛
け
た
。

　
河
川
河
口
部
に
設
置
さ

れ
る
鋼
製
シ
ェ
ル
ゲ
ー
ト

で
は
、
強
度
を
保
つ
た
め

母
材
と
溶
接
材
料
を
完
全

溶
接
す
る
必
要
が
あ
り
、

工
場
製
作
さ
れ
た
輸
送
可

能
な
部
材
を
現
場
に
搬
入

し
、
地
組
立
し
て
現
場
で

完
全
溶
接
を
行
う
。

　
二
級
河
川
甲
子
川
筋
甲

子
川
水
門
設
備
工
事
（
岩

手
県
釜
石
市
）
の
場
合
、

１
門
あ
た
り
高
さ
６
、
幅

３
、
長
さ

㍍
の
シ
ェ
ル

ゲ
ー
ト
が
板
厚

～

㍉

の
鋼
殻
構
造
の

ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
工
場
製
作
さ
れ

て
現
場
に
搬
入
、
全
体
を

地
組
し
た
後
、
現
場
に
て

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接
で

完
全
溶
接
を
行
い
、
全
線

Ｘ
線
検
査
に
合
格
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
完
成
す
る
と
１
門
あ
た

り
２
０
０
㌧
を
越
え
る
巨

大
な
鉄
の
固
ま
り
と
な

り
、
４
門
全
体
で
幅
１
２

０
㍍
を
越
え
る
甲
子
川
河

口
を
全
閉
鎖
で
き
る
巨
大

水
門
と
な
る
。

　
同
社
が
製
作
す
る
通
常

の
橋
梁
構
造
物
は
、
高
張

力
鋼
お
よ
び
普
通
鋼
の
中

厚
板
厚（
９
～

㍉
程
度
）

を
炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接

す
る
場
合
が
多
く
、
フ
ラ

ン
ジ
材
な
ど
厚
板
の
突
合

せ
溶
接
に
は
サ
ブ
マ
ー
ジ

溶
接
を
用
い
て
い
る
。
７

割
程
度
が
普
通
鋼
だ
が
、

耐
候
性
鋼
も
多
く
、
水
門

や
陸
閘
で
は
ス
テ
レ
ン
ス

鋼
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使

用
し
、
ミ
グ
溶
接
、
マ
グ

溶
接
お
よ
び
テ
ィ
グ
溶
接

を
行
う
。
今
年
４
月
に
は

厚
板
溶
接
の
高
能
率
化
に

向
け
２
台
の
高
能
率
ア
ー

ク
溶
接
シ
ス
テ
ム
「
Ｄ
―

Ａ
ｒ
ｃ
」（
ダ
イ
ヘ
ン
製
）

を
導
入
予
定
。

　
同
社
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
向
け
の
鉄
道
橋
や
Ｊ
Ｅ

Ｓ
エ
レ
メ
ン
ト
を
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
管
轄
す
る
全
域
に

納
品
し
て
お
り
、
工
場
操

業
の
約
３
割
を
占
め
る
主

要
製
品
と
な
っ
て
い
る
の

が
大
き
な
特
徴
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
向
け
「
列
車
荷
重
が

載
荷
さ
れ
る
鉄
道
橋
等
重

要
構
造
物
に
関
わ
る
す
み

肉
溶
接
技
量
資
格
」
の
認

証
が
必
要
と
な
る
が
、
同

社
で
は
現
在

人
が
同
認

証
を
取
得
し
て
い
る
。

　
同
認
証
は
Ｗ
Ｅ
Ｓ
特
別

級
を
保
有
し
、
か
つ
て
担

当
技
術
者
と
し
て
溶
接
管

理
技
術
者
を
務
め
て
い
た

佐
々
木
社
長
が
「
電
流
、

電
圧
、
運
棒
、
そ
の
他
の

細
か
い
条
件
管
理
が
必
要

で
、
全
国
溶
接
技
術
競
技

大
会
に
出
場
す
る
溶
接
士

で
も
合
格
は
容
易
で
な

い
。
当
社
の
溶
接
技
術
と

技
能
の
核
」
と
語
る
超
難

関
資
格
。
３
年
ご
と
の
更

新
が
必
要
で
、
同
資
格
を

保
有
す
る
溶
接
士
が

人

を
超
え
る
橋
梁
メ
ー
カ
ー

は
全
国
的
に
も
多
く
な

い
。

　
同
社
は
こ
う
し
た
高
度

な
溶
接
技
能
を
若
い
世
代

に
伝
え
る
活
動
に
も
注

力
。
佐
々
木
社
長
が
副
会

長
を
務
め
る
岩
手
県
溶
接

協
会
は
２
０
２
０
年
よ
り

岩
手
県
高
校
生
溶
接
技
術

競
技
会
を
共
催
。
同
社
は

同
協
会
の
地
元
高
校
生
溶

接
教
育
支
援
事
業
に
協
力

し
て
お
り
、
県
代
表
経
験

を
持
つ
社
員
な
ど
４
人
が

講
師
と
な
り
県
内
の
工
業

高
校
３
校
へ
の
溶
接
出
前

授
業
を
行
い
、
高
度
な
溶

接
技
能
・
技
術
を
高
校
生

に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

大
会
当
日
の
溶
接
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
協

力
す
る
。

　
出
前
授
業
や
高
校
生
溶

接
競
技
会
に
参
加
し
た
こ

と
で
溶
接
に
興
味
を
持
っ

た
生
徒
が
同
社
へ
の
入
社

を
希
望
す
る
例
も
増
え
て

い
る
と
い
う
。
「
当
社
の

溶
接
士
は
技
能
が
高
い
だ

け
で
な
く
、
仕
事
を
通
じ

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
お

り
、
社
会
人
と
し
て
の
品

格
を
持
っ
て
い
る
。
溶
接

実
習
な
ど
を
通
じ
て
、
そ

う
し
た
姿
を
見
た
高
校
生

が
当
社
に
入
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
佐
々
木
社

長
は
述
べ
る
。

　
「
当
社
だ
け
で
な
く
、

当
協
会
会
員
企
業
が
広

く
、
若
い
世
代
へ
溶
接
技

能
の
伝
承
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
で
、
地

元
の
若
者
が
溶
接
に
興
味

を
持
ち
、
多
く
の
若
者
が

地
元
企
業
に
就
職
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
」
と
展
望
を
語

っ
た
。

　
３
月
６
日
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
で
三
陸
沿
岸
道
路

の
気
仙
沼
港
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
か
ら
、

浦
島
大
島
Ｉ
Ｃ
を
つ
な
ぐ

「
気
仙
沼
湾
横
断
橋
」
が

開
通
し
た
。
同
橋
は
企
業

共
同
体
に
参
画
し
た
Ｊ
Ｆ

Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
、日
本
フ
ァ
ブ
テ
ッ
ク
、

宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
川
田
工
業
、
エ
ム
・

エ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
企
業
が
施

工
に
関
わ
っ
た
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
橋
長
１
３
４

４
㍍
、
鋼
材
使
用
量
は
８

５
０
０
㌧
を
超
え
る
と
推

定
さ
れ
る
。
震
災
復
興
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
三
陸
沿
岸
道

路
に
架
か
る
同
橋
の
開
通

に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
整
備
で
は
節

目
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
原
発
事
故
が
起

き
た
福
島
県
の
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
完
了
ま
で
に
約

年

か
か
る
と
さ
れ
て
お
り
、

完
全
な
復
興
や
振
興
へ
の

道
の
り
は
道
半
ば
と
考
え

る
東
北
地
域
の
関
係
者
は

溶
接
関
連
産
業
に
お
い
て

も
少
な
く
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
プ

ラ
ン
ト
工
事
で
培
っ
た
溶

接
な
ど
の
高
度
な
技
能
と

技
術
を
生
か
し
て
、
福
島

復
興
に
向
け
て
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
に
取
り
組
む
木
村

管
工
（
富
岡
町
）
の
よ
う

な
福
島
県
内
の
企
業
も
あ

る
。

　
同
社
は
東
日
本
大
震
災

震
災
直
後
に
本
社
と
工
場

の
あ
る
富
岡
町
と
楢
葉
町

が
避
難
指
示
地
域
に
指
定

さ
れ
た
た
め
、
県
外
に
あ

る
他
社
の
工
場
を
間
借
り

す
る
形
で
業
務
を
続
け
、


年
に
茨
城
県
北
茨
城
市

に
工
場
と
事
業
所
を
建
設

し
、
本
社
機
能
を
移
転
。

避
難
指
示
地
域
解
除
後
に


年
に
楢
葉
工
場
の
再
建

に
向
け
て
整
備
を
進
め
、


年
に
は
楢
葉
工
場
で
本

格
的
に
稼
働
を
再
開
、
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
注

で
き
る
ま
で
振
興
し
た
。

　
津
波
対
策
用
に
三
陸
海

岸
の
河
川
河
口
部
に
設
置

さ
れ
る
大
型
シ
ェ
ル
ゲ
ー

ト
や
、
防
潮
堤
に
設
置
さ

れ
る
大
型
陸
閘
、
陸
閘
な

ど
手
掛
け
る
東
北
の
溶
接

関
連
企
業
は
そ
の
技
能
と

技
術
を
生
か
し
て
、
復
興

や
防
災
計
画
に
貢
献
し
て

い
る
企
業
も
多
い
。

　
東
北
地
域
に
お
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
の
見
通
し
が

不
透
明
な
こ
と
は
大
き
な

懸
念
材
料
の
一
つ
。
東
北

地
域
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況

は
首
都
圏
や
近
畿
地
方
な

ど
と
比
較
す
れ
ば
穏
や
か

で
あ
る
が
、
世
界
的
な
経

済
活
動
の
停
滞
の
影
響

で
、
業
績
が
悪
化
し
た
東

北
の
溶
接
関
連
企
業
は
少

な
く
な
い
。
昨
春
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
溶
接
評

価
試
験
が
中
止
に
な
っ
た

影
響
で
溶
接
評
価
試
験
の

受
験
者
は
４
５
４
５
人
と

前
年
度
比
で
１
１
０
１
人

減
少（

年
９
月
時
点
）。

　
昨
秋
以
降
は
地
域
経
済

の
回
復
傾
向
も
見
ら
れ
、

東
北
経
済
産
業
局
が
２
月

に
発
表
し
た

年

月
の

管
内
（
東
北
６
県
）
の
経

済
動
向
に
よ
る
と
、
全
体

の
動
向
と
し
て
「
緩
や
か

に
持
ち
直
し
て
い
る
」
と

い
う
状
況
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
経
済

の
先
行
き
は
不
透
明
で
は

あ
る
が
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
を
背
景
に
、
溶
接
工

程
お
よ
び
前
加
工
・
後
加

工
に
お
け
る
自
動
・
省
力

化
の
技
術
に
注
目
が
高
ま

っ
て
お
り
、
今
後
の
溶
接

関
連
需
要
へ
の
波
及
が
期

待
さ
れ
る
。


